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ない。電子密度の高い所をつなぐベクトルとしては， 10Ã , 14. 5A , 2. 8A , 30A , 38. 5A , 52. 5A , 







本研究は光合成菌 R. rubrum のクロマトホア膜が比較的明瞭な X線回折像を与えることの発見か
ら始まる。ついで蛋白研の堀尾研究室との共同研究でクロマトホア膜から光合成単位を可溶化するこ
とに成功し，観測された X線回折像が光合成単位によるものであることを確め，さらに生化学的方法
と X線回折法を併用して，光合成単位の構造の研究を行った。その主な結果は次の如くである D
(1) 光合成単位は直径1l0~130Aの組織体であり，クロマトホア膜中に無秩序に分布している。 (2)こ
の組織体は光化学反応系を主体としこれに電子伝達系につながる成分がゆるく結合している。 (3)光
合成単位内では蛋白質分子は相互に一定のきまった配置をしている。(ただし配置の詳しい樋子はま
だ不明で、ある。)
本論文は光合成単位の構造研究の第一歩となる重要な基本的知見を報じており，博士論文として価
値あるものと認める。
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